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                                                         速報第 94号 2025年 2月 1日 

                            

                         〒680-0847 鳥取市天神町 30-5 

                              TEL（0857）26-6605・FAX（0857）26-6615 

                              発行人・山田敏明  編集人・西村一秋 

                                 

とっとり退職者連合

鳥取退職者 
連合発  

■- 2025年度社会保障制度等に関する要請 - 
鳥取県各担当部局との意見交換会 開催■ 

１月２０日（月）午後１時３０分より、「２０２５年社会保障制度に関する要請 

回答（２０２４.１１.２４付）」について、鳥取退職者連合幹事会役員と各部局担当 

者との意見交換会を行った。 

下記 （１）、（２）については、今の通常国会で審議される。また、交通 

政策、医療・介護の課題については、今後、鳥取県の施策を注視してい 

くこととした。 
 

【意見交換からピックアップ】 

＜鳥取退職者連合の要望から抜粋＞ 

（１）  「マイナンバー保険証」が利用率３０％台という低い。 

これまでの現行健康保険証も利用できるようすべきである。 

 ＜鳥取県の回答から抜粋＞ 

   （２） 介護基本報酬改定による訪問介護の生活支援の報酬引き下 

げについて 

（回答）⇒ 全国的に見直しの要望あり、鳥取県としても要望 

していく。 

   （３） 災害対策について 

       （回答）⇒  ① 能登半島地震の教訓を生かして、「鳥取県地域防災計画」の補強を行った。 

               ② 初動対応の迅速化を図ってきている。 

 

 
                   

③ 女性防災士の養成については計画的に実施していく。 

④ 避難所における 「ドーム型テントパーテイション配備」の要 

望については、プライバシー保護の観点から、要望があり、 

配備をしていく。 

                         ⑤ 「AED」をコンビニエンスストアに設置することについては、 

市町村自治体で事業者に要望していただきたい。 

≪鳥取退職者連合の対応方針≫ 

★ 「２４時間利用できること」が 「AED」設置のガイドライン。 

今後、各地区協議会で各市に要望していく事項とする。  

具体的内容 
①情報の収集ドローンの活用  ②海上物資輸送 
③孤立集落への対策       ④避難所の運営 など 

【参加者】 
◇鳥取退職者連合側 
会 長   山田敏明 
副会長   宮本秀美  赤井 堯 
事務局長 西村一秋 
幹 事   西村典道  伊藤源蔵 
     板持 昶  山川武彦 

  植木忠二  秋久正行 
      田中照幸  平田義人 

  中島ちから  
会計監査 福田 豊  市本 隆 
連合鳥取 藤縄和彦 
 

◇鳥取県側 各課課長他 ※順不同 
福祉保健部  
医療・保健課、長寿社会課、 
孤独・孤立対策課 

危機管理部  
消防防災課、危機管理政策課 

輝く鳥取創造本部 交通政策課 
県警本部（交通企画課） 

講演／国連女性差別撤廃委員会審査会 
傍聴報告 

講師 ： 尾崎かおる鳥取県議会議員

～お菓子を準備して、みなさんのご参加、お待ちしています～   ※組織を通じてご案内しています 
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中部地区協発  

中部地区協議会は、1月24日(金)、倉吉市役所本庁舎において 「2025 

年度の社会保障制度等の要請書」を提出した。例年、市長に手交しているが、 

当日は出張中で不在であったため、加藤礼二副市長に要請書を手交した。 

退職者連合側は、宮本秀美会長、山部秀樹副会長、平田義人事務局長と、 

連合鳥取推薦の福井康夫市議会議員（自治退所属）、そして連合鳥取中部地 

域協議会の寺田真里事務局長の５人が参加した。 

（年末からのインフルエンザの県内警報禍であったため、人数を制限しての提出となった。） 

宮本会長から要請書を受け取った加藤副市長は、「期限内に回答するよう努力するとともに、本年は、

県立美術館の開館や北条湯原道路の一部開通、また、旧 

グリーンスコーレせきがねの再開館など、本市にとって 

良い年開けだ」 

と発展に期待 

していた。 

 

（寄稿 鳥取退職者連合中部地区協議会事務局長 平田義人さん） 

■倉吉市へ 
「2025 年度社会保障制度等に関する要請書」を提出■ 

加藤副市長（左）に要請書を 

手交する宮本会長 

左から／福井市議会議員 平田事務局長 加藤副知事 宮本会長 山部副会長 

■次期（第 51 回）衆議院議員選挙に 
   湯原俊二さんを推薦決定！！■ 

1月20日の鳥取退職者連合「 第2回幹事会」において、
連合鳥取の山口一樹会長より上記「湯原俊二さんの推薦
決定」について、報告と協力要請があった。 
鳥取退職者連合は、従前からの「現退一致」の取り組み

として、湯原さんを再び国会へ送り出すために協力してい
くことと、参議院議員選挙についても全力を挙げていくこ
とを確認した。 

2025春闘スタート！ 
 現職世代と一緒に春闘を盛り上げていこう!!! 


